
第１０回大阪骨疾患治療研究会のご案内  
 

謹啓 初夏の候、先生におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
さてこの度、「第１０回大阪骨疾患治療研究会」を開催いたしたく、ご案内申し上げます。 

本研究会は、骨疾患の診断と治療に関するより高度な知識向上と諸問題の検討を目的とした

研究会です。 

先生にはご多忙中のところ誠に恐縮ですが是非ともご出席の上、活発な討論にご参加くだ

さいますようお願い申し上げます。 

謹白 

平成２３年５月吉日 

 第１０回大阪骨疾患治療研究会当番世話人        

大阪南医療センター  佐伯 行彦 
                           日本生命済生会付属日生病院    笠山 宗正 

 
記 

日時 ： 平成２３年７月１４日（木曜日） 午後７時よリ 

場所 ： ホテルグランヴィア大阪 ２０階 『孔雀の間』 
大阪市北区梅田３丁目１番１号   Tel（０６）６３４４－１２３５ 

 

製品情報提供（１８：５０～１９：００）  骨粗鬆症治療剤 「アクトネル」    エーザイ株式会社 

 

特別講演１  （１９：００～２０：００）  

座長 ： 大阪南医療センター 臨床研究部長 佐伯 行彦 先生 
 
「関節リウマチ骨破壊と骨免疫学」 

東京医科歯科大学 分子情報伝達学 

教授  高柳 広  先生 
 

特別講演２  （２０：００～２１：００）  

座長 ： 日本生命済生会付属日生病院 笠山 正宗 先生 
 
「内分泌疾患と骨粗鬆症 

～最近の話題（生活習慣病も含めて）～」 
帝京大学ちば医療センター 第三内科 

教授  岡崎 亮  先生 
 

※ 当日、参加費１０００円を申し受けます。 

※ 本会終了後、情報交換会がございます。 

※ 日本リウマチ学会教育研修１単位認定 

日本リウマチ財団教育研修１単位認定 

 

共催：大阪骨疾患治療研究会／エーザイ株式会社 
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